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塞海の虫手掛字委員

上野袋三

Some Notes on the Mayfly-Fauna of Formosa 

Masuzo U心的

主鴻からは礎来 10 謹あまりのま主主詩瀦が記録されてゐるが， itHOMl.i~

地‘弱米諸島等の近隣諸I自のものが石J成よく判ってゐるのにJt按して、 iた
して親藩fごとは言ひ難いG 筆者は道北小央研'ftmのお鵠良一氏が、：：；~~t~·l:

i二遊詩の各地で探集せられた野跡競の潤fi刊誌Li.t.e検する接？？々 1！γc、銀朱
知られてゐるものの他に二稼進i懸念、ら求記絡のものなJmへるニとがIH*-
fこ。この小篇はこれらの結果そ言~訴し、！予を以て詫来長持から認錯ぜられ

てゐる好勝額.7;>綜覧し、最後にその分布の系統に就いての't窺伝部経につ

け加へたものである。

筆者はこの機舎に賞重な標本を按ずる懐立会奥へられれi缶詰良一氏に

厚く縛躍を市上ける。

E・ 高績氏採集豪瀧霊蝉蟻類

高橋氏掠集の時欝頚は令部で 3科 4属 5接に過ぎないが、 1j1 2 

謹は上詑の如く遊詩から未認踏のものである。この他に亜成識が多数頭さ

れたf.J~. 大殺の査定は出来fこが、俗資に穂役同定することがお来なかった

ので‘ J~議：種数iこ加へないことにしたυ 又 E汐lwnera J~~O）多くのものの

やうに.tunの誠出iこ色怒JXE紋が：毛！出；！とされるやiなもの℃＇j:. 約締泣の
銀本ではそれら・が不明瞭になってゐるものがあるため制定ffl懇で、これ父

種々舵定せ・N二残しておいた。放に寂i採の陥資な獄は 5種以上であるか
も知れない。

1. Ep!umura /1Jrmost111a Ui,:11ER. 

1る組成品‘安北、 15.vu. 1928. 
2. Ejhe11ura sauteri UL川邑 (l)

1守， 1t111、1.x仁 28.
J. l矛otamanthodesf ormos11s ( E.¥Tu五）.
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1守，港北， 15. VI. 28; 1守車成識．議北、 19.VI. 28. 

札 J’seudoclo話oJ:kraepelini KLAP入LEK.
16 0 0 • 1号， 50主張成品‘ 7 幸平原成品，ホ祉， IX. 28; 7 

oo.6 ~＞ o 三；！ J:決議‘ Z 守守並成品、日月i弘 rx. zs. 
5. Cloeon marginale HAGEN・

1 0，掻北、持.VII-28; 6. o o , 1守， 20 0混成品、壷北、 11.

VI. 28; 1 o, 1れ道北， 6,Vlll. 28; 2寺宇，査北、 30.Vlll, 28. 
6. Cloeo;1 bimac11lat11m EATON騰

1 穿， き華北、 25. VI. 28. 

7. Cloeon宰P・

1 ♀ 議成品．虫記、 6.VI. 23; 1守既成品．畿北，宰.VIII. 28; 

1 0' 1中連成品、道北、 10.VIII. 28; 1 o毘成識‘選北、 1s.vm. 
28 ; 1 0 • 1 9 5il成盆、水抵， IX. 28; 2 9守亜成品‘議北、 IX.28. 

8. 埠接不詳更成品（Leptophlebiidae). 

1 0瑳成品．議北‘ 6.VIII. 28 (Clzoroterpes ?). 

以上を誕隠するに議間地力’北部祉にや郊では Cloeoni立母月から 9丹

まで結え今羽化することがわかるol' seudocloeon iま少し謹く雪月である。

向上記 Clo'Jonsp. i孟種々 な鈷で C.marginale 少と者へられるが、今は

sp.としてお〈。

u. 塁走知の議；嵩産線操凝

従来支潜から記録せられてゐる好勝類は、高官認のものぞ合して下認の

5科事活 11種 1鐙雄で、 1p1 fl 2弱2韓l主主長詑践のものである。倫
1経虫i手きからじり記録のriw世でないものがあゐ。今迄iこ謀略の評勝ぞ最も多
〈記絞したのは仏 U1.m:R(1引2）で、氏は訴時 4科 5場予謹さと記録

した。その，，’ 1穣 Ecdyums戸rvusは氏（＇］！訟で後i二fむの謡に移してゐる

しく f員立を見よ）， －~珪 CJoeon virms KLAPALEK (1905) (UL~!ER, 1912, 

p. 369）は後にこれ亦民白身で Cloeo11marginale IIA0101と鵠ー穫であっ

たと訂正した（UDt叫’rreubia,6, 1守24,p. 56トこの C.-,1irms Ii議来

Jav孟， Sumatr乱立立に Ailitraliaにのみ分釘してゐることが知られてゐるo

'·p:1)"/J~！：設した尚U.11乏の持費量品の小からもこの酪は設見するニとがII：来なか
っ？ニ＇.） ::J~ （こう；iin道好詣必刻家ずるυ
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科z Ephemeridae 

1. Ephemera fomwsana ULm>R, Arch. f. Nat., 85, 1919 (19よ0),

A. 11, p趣 6，語g.5; Arch. f. Nat., 91, 1925 (1926), A . .'i, p. 92. 

議i時の南北iこ支って成く分布し、東にiお支成京地Jiから記路せられて

ゐる。

2. Ephemera j呼onicaMcLACHLAN ( 1875), F..山内 Rev.Monogr., 

p. 74; UI.~rn九八reふ f. Nat., 91, 1ワ25,p. 94. 

れ f;YE設がtJI(・議で搾集し大標本iこjぶ、て記載せ志れたも切で、本列・11二

説く分布してゐるが、事。持でも南北に7まってJjl（く各地から探＊せられてゐ

る。

3. E壱h卓揖尋問 sa，抄 OS尚三日酪， Re1可.Monogr‘， p. 72. 

こめ鶏ははじめ Ceyloねから記載せられたもので、去持ではifi｛・手警の
？秘書6;1;、らのみ得られてみるυ
4. Ephemera sauteri Uui耳R,Entom. Mitt., I, 1ラ12,p. 369. 

議i轄外地から得られてゐる。
以上に対象した Ef/wnera揺 4護の他に E. remensa EAT0:'-1 1 • (J, 

Asiat. Soc.伽 ngal,60, 1891 (1892), p. 410勺なる印庄の北部かも記載

せられたものな、 Uun;R.はその東洋建 Ephemera阜の按索去の中に主持

産として感けてゐるが（UT.MER,!925, P・ 97), LESTAGE (1927）は去持曙

E争ltemeraヒして、 E.fon.同組制， E. ja全容浪記a,E. 絡会合osit品協L E. 

sau.teri の 4 秘t;e~興けるにとどまり‘ E. remen絡を軍に印度産としてゐ

る。謀者は上間文献の仰に本種の盈i時に於ける椛宮な詑踏を知らぬので、
野くこれ々除外して後考会侠つことにする。

科z Potai官ianthidae

5. Potam岬 thodesformosus ULM日， Arch.f. N品t.,85, 1919 (1920), 

A. 11, p. 11, 勾． 8; Arch. f. Nat., 91, 1925 (1926), A. 5, p. り事；

Lr.宮TAGie,}930, p, }39. 

Potama11thus formosus EA't・0詫， Trans.Entom. Soc. London, 1892, 

p. 186. 

(1 ；この訟ノ〉託銀に諮ずる:s<:r議iこをかミては江崎~EC:博士の御111:~きになった。主主iこ
以くi銀総令市上げる。
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二の純l対話題力的誌に指ふてi長補色の鎖箸な斑設がある美麗な時騰
で、はじめ J切 a11za1ttl111s踏のものとして記載せられたものであるが、そ

の後端の1)ii紘基；~i)j尽くにある兜題が来ってゐるのと、その矧駿に特異な霊長
ーがあるぬで、 U1.~1践が務騒な創設したものである。盛時各地の他支部商
悲しおaigon，白木〈本11・1.朝鮮）等i二分布し、本mでは淀作関瀦！IJυ3から
採！長せられた式日識がある。

経：Ecdyonurldae 

6. E peorus psi玄A"TON(1約 1),Rev. Monogr可 p.242. 

Himal品yaの Kooloo といふ懸から記載せられた穣詣で、各殺の閥簡

の 2偶の爪が五に弱ーの形えとしてゐないので著しい。 Epeorus届のもの

のwii設の爪は遜常間｝院である。 UDrnR(1912）は Taihorinshoから記絡し

てゐる。
7. Ecdyonurus hyalinus 2J ULMER, Entom. Mitt., I, 1912, P・ 369, 

若丸 4,5, 6, 7 (Ecdyurus ltyalin11s UL~IER）・

主持のjお北外地から記錨ぜられ.arの智識でiま盛時間有議と縛めら
れる。
8. Rhitltrogena vitrea WAI,KER var. parがa ULMER, Stett. Entom. 

Zeitg., 1920, p. 143. 

Ecdy11r11s parvus UurnR, Entom. Mitt., I, l歩12,p. 374，員g.8, 9, 

10. 

議常生部から知られてゐるz上詑文献で明かな如くはじめEcd戸縦rus

l追のものとして記載せられたものである。

科s Siphlonuridae 

9. Jsonyckia jormosana (U1.~rn喪）， Entom. Mitt., I. 1912, p. 311, 

fig. 1, 2, J (Chirotonetes jormosanus UL滋ER）・

(l）津山科切にある；議刷、とJ臨まれる（Jll村教授の蒜犠に様制。じめ!ERの詑
~mこは Otaki砧n とらり（U1-'c詫n 1925, p.君事｝。
(2) Ecdya1mr11s hyalin綿子~SBJo:X·l'忌；T};lt河市（l!ll6）なるま2日間ia獲の同fi84穏が

あってlI~殺を家し！｝｝..主人絞汲 Ll<:l'."U川；がこの E-P1守fERSE苦の h仰Iiη闘を
1~日々。1mru,, pelerseuiと改めた（LEげl川おp Bull. Ann. Soc・ぬ1tom.de Belgi吐ne,70, 
1き30〕．
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選i時rji~t部会鳴ら得られてゐる li'il 11桂である0 4>:,~·1·1 じは｝｝lj謹 Isonychia 

japonica (Ur.m:R）が分布してゐる。

科書 Baetidae

10. Pse11docloeon kraepelini Kt,Af'ALEK 1905), U1；主rnn,Trc11bia, 6, 

1ヲ24,・p. 66, fig. 32, 33. 

前項参鴻。礎来 Javaかものみ知られてゐ？二小さな野按である。

11. Clo.詰on餅arginalelfA,mN (1858), EATo河，父君v.M州 oi.;r.1州 5,

p. 181; U1.~1ER, Entom. Mitt., 1, 1912, p. 36自， Treuhia,6, 1924, p. 56, 

長g.28, 29; LESTAGE, Ann. Soc. Entom. Fr語nee,XCVIII, 1929, p. ヲ話，

99. 

3霊碑iこ最も脅過な， Cloeon の一つで、国外では甫部支部〈説東〉、
Ceylon, java, Sum孟tra,Dengal，γon kin等熱帯地方に説く分布してゐる。
12, Cloeon bimaculatum EATON, Rev. Monogr., p. 182, t. 17, 晶玉~.

3ld; UurnR, Treubia, 6. 1ヲ24,p. 60, fig. 30, 31; LESTMlR, 1929, p. 

97. 

腹節の腹簡に瀬著え王手跡誌の玖1紋Z甘さ寺った種類で C.marginale・と時

じゃうな分布をぶしてゐる。高橋氏9採集品によって蚕滑にも蔑すること
そ知った0 Ephemera japonicaとである。

III. 2車問霊韓鎚語分布0)茶綾

以上に将来した去を部の既知種の分布を燃理してみると表 1のやうにな

る。これだりの材料を臥て見ると道陣の鍔t書類相は言ふ迄もなく大関東伊
民（orientalregion）の要素から成立し、唯 2韓議北臨（palaearctic region) 

にも溜まってゐる韓頚な含んでゐる。 Potamanthotlesformos11s (U1.~rnR の

記事に競る〉と Ephemerajaponicaとである。
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？在者iま求t：本mの各地で隣接金探築したことがない。今日OT.TllIAU章
(192宮） 1 J iニ説って京i'~l認を四つの説話i二分りて、選時鹿野撤のその各々の

立~&\l五への分布i記入脅してみ？このが表 1 である。現有：の義人の智識でt主義

手，11·~1ff種と足、はれるものj/d筏〈まえ1(1.にで示す〉、他はjもべて成〈来律

IMi戒は蕗花見に分布してゐる殺類である j)＼ 各車騒のや印度支部暖隠j)~最

も共活躍仁詩み護持産の全庄支えの学分に惑してゐる0 Qpち護持藤好勝頚の

分布系統は印注文脱却認が品も鶴係諜いこと令示してみること、他の動物

ilt 合

em在器汚悶静豆

Sc1mo路E’s(1) Ifoum.w行 K.Die Geograpl1iscl1c V crbreitung der Cnsekten. 

11:同ぬ．よめitomol.,n, 1929. 
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で｛$られた結果と非常によく叫てゐる♂〉ニ れにさえぐは純泉議誕の11•の

かva,Sumatra，誼に母皮.iill語、 Ceylon 運！Mi等である。これにJi しM~＊；；さ

凶の北部を占めてるる Philippine 諸島とのl~Mi和主主主も括部で、共活経はJ立

花の智識では櫨かじ Clo'i:o1zmarginal＆ ー還に過ぎなh、Q iね支J}ji語地方、

時来語地方 (Java,Sumatra, Philippine等） 0)好撒組はi1JJえよく判ってゐ

るから、器楽蛍潜の貯籍調の詑践がもっと型店になって＊たら、このfHJO)
類縁醸絡もはっきりして、その分千Iiの系統も自らもっとゆJn訟になって来る
ものと忠ふ。

於京総r;i'i鴎λ；場んn争協似’戊5古：所、同v.rn:ll. 
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